
国際機関 大洋州 中南米等 その他
2月14日 ～2月27日 ＷＨＯ・FAO等 米国 カナダ EU、EFSA 各国 FSANZ等 中国 各国 各国 報道、論文等も含む

（前回1月31日 ～2月13日 ) (3/9件) (10/6件) (8/5件) (40/26件) (19/19件) (6/2件) (7/7件) (8/5件) (0/1件) (48/32件)
化学物質・汚染物質 (3件) 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1
食品添加物 (11) 0 0 3 4 2 0 1 0 0 1
農薬 (16) 0 6 0 9 0 0 0 1 0 0
動物用医薬品 (4) 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0
器具・容器包装 (5) 0 0 0 3 2 0 0 0 0 0

(42/27件) その他 (3) 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2
計 (42件) 0 6 3 21 4 1 1 2 0 4

細菌 (10件) 0 1 0 2 5 0 0 0 0 2

ウイルス (6) 1 0 0 0 1 1 1 0 0 2

原虫・寄生虫 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

プリオン (16) 0 0 5 0 0 0 0 3 0 8

植物性自然毒 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
カビ毒（マイコトキシン) (4) 0 0 0 0 0 0 1 0 0 3

動物性自然毒 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(45/46件) その他 (9) 2 0 0 2 2 0 1 0 0 2

計 (45件) 3 1 5 4 8 1 3 3 0 17

新食品 (1件) 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

GMO (4) 0 1 0 2 0 0 0 1 0 0

健康食品 (2) 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0

アレルギー (4) 0 0 0 0 1 0 0 0 0 3

クローン (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

放射線照射 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ナノテクノロジー (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

(11/13件) その他 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
計 (11件) 0 1 0 3 3 0 0 1 0 3
肥料 (0件) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
飼料 (10) 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0

(10/0件) その他 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
計 (10件) 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0
表示 (1件) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
放射性物質 (1) 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
栄養 (2) 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0

(40/26件) その他 (13) 0 2 0 2 2 3 3 1 0 0
論文情報 (23) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 23
計 (40件) 0 2 0 2 4 3 3 2 0 24
細菌 (0件) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ウイルス (1) 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

(1/0件) その他 (0) 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
※収集期間については、主たる期間をいう。

化学物質

微生物・プリオン・自然毒

新食品等

肥料・飼料等

その他

海外の食中毒

食品安全関係情報（ 2月14日 ～2月27日 収集分※）について

「食品安全関係情報」として食品安全委員会が収集したハザード毎の地域別情報件数の概要     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(集計数は、今回/前回）

（合計149/112件）
北米 欧州 アジア

収集件数

資料６－１



 

食品安全関係情報（2 月 14 日～2 月 27 日収集分 149 件）のうち、主なものの紹介 

(詳細及び他の情報については、食品安全総合情報システム（http://www.fsc.go.jp/fsciis/）をご覧下さい) 

 

【化学物質】 

・欧州食品安全機関(EFSA) 

・食品及び飲料水中のニッケルの存在に係る公衆衛生リスクに関する科学的意見

書を公表 

・欧州連合(EU)における農薬監視プログラムの計画の評価に関する科学的報告書

を公表 

・ドイツ連邦リスク評価研究所(BfR)、ビスフェノール A(BPA)の消費者へのばく露は懸念

とはならないとする、欧州食品安全機関(EFSA)の評価書を支持する旨を公表 

・Environmental Health Perspectives：「米国のコホート研究における、母乳及び調整粉

乳の授乳による乳児のヒ素の推定ばく露量」 

 

【微生物・プリオン・自然毒】 

・米国食品医薬品庁(FDA)及び提携連邦省庁、主な食中毒の原因食品を特定した省庁間共同

報告書を発表 

・欧州食品安全機関(EFSA)及び欧州疾病予防管理センター(ECDC) 

・2013 年の欧州における薬剤耐性菌調査結果のインフォグラフィックを公表 

・2013 年の欧州における人獣共通感染症細菌及び指標細菌の薬剤耐性に関する総括

報告書を公表 

・新しい薬剤耐性報告書の中でカンピロバクター感染症の治療選択肢の減少を報告 

・豪州保健省、冷凍ベリー製品による A 型肝炎に関する疫学情報を公表 

 

【新食品等】 

・米国農務省動植物検疫局(APHIS)、褐変耐性を持つ遺伝子組換えリンゴを規制解除 

・オランダ国立公衆衛生環境研究所(RIVM)、クリルオイルと微細藻類シゾキトリウム属由

来のオイルを含む食品とサプリメント市販後モニタリングに関する報告書を発表 

 

【その他】 

・米国食品医薬品庁(FDA)、国民向け食品安全評価ツール「FDA-iRISK 2.0」の拡張版を発

表 

・米国農務省(USDA)、食事ガイドライン諮問委員会のコレステロール等についての答申書

を公表 

http://www.fsc.go.jp/fsciis/


資料６－２ 

 

H27.3.17 

食品安全委員会が収集したハザードに関する主な情報 
 

○微生物・プリオン・自然毒---細菌 

欧州食品安全機関(EFSA)及び欧州疾病予防管理センター(ECDC)、2013 年の欧州における薬剤耐性菌

調査結果のインフォグラフィックを公表 

公表日：2015/2/26 情報源：(欧州--EU)欧州食品安全機関(EFSA)、欧州疾病予防管理センター(ECDC) 

http://www.ecdc.europa.eu/en/healthtopics/food_and_waterborne_disease/Documents/antimicrobial-resistance-
zoonotic-bacteria-2013-infographic.pdf 
欧州食品安全機関(EFSA)

及び欧州疾病予防管理セン

ター(ECDC)は 2 月 26 日、

2013年の欧州各国における

薬剤耐性菌調査結果のイン

フォグラフィックを公表した。 

薬剤（抗菌性物質）と
は？ 

ヒトや動物のさまざまな
感染症の治療に用いら
れる物質 

・微生物の殺菌 

・微生物の増殖阻害 

例：抗生物質 

薬剤耐性とはなにか？ 
 

薬剤耐性とは？ 

抗菌性物質治療に抵抗性をもつ微生物
の能力のこと 

例：メチシリン耐性黄色ブドウ球菌
（MRSA）はヒトの皮膚及び粘膜に遍在し
ている 

なぜ耐性は強まるのか？ 

・抗生物質の過剰使用 

・抗生物質の誤使用 

・複数の経路による拡散 

耐性増加の影響は？ 

・治療の無効化の可能性 

・公衆衛生への深刻なリスク 

 

欧州連合(EU)における
耐性保有率の概要 

【左図】             
家きん類、鶏肉、牛、豚
からのカンピロバク
ター・ジュジェニ(上)及
びサルモネラ属菌(下)
分離株の耐性保有率 

例)  

・鶏肉のカンピロバク
ター・ジュジェニ分離株
のシプロフロキサシン
耐性保有率 EU平均
53.0% (20.0～75.0%) 

・鶏肉のサルモネラ属
菌分離株のシプロフロ
キサシン耐性保有率  
EU平均68.0% (8.1～
100%) 

【右図】             
ヒトからのカンピロバク
ター・ジュジェニ(上)及
びサルモネラ属菌 (下)
分離株の耐性保有率 

シプロフロキサシン（フルオロキノロン系）耐性 エリスロマイシン（マクロライド系）耐性 

シプロフロキサシン（フルオロキノロン系）耐性 
セフォタキシム（第三世代セファロスポリン系）耐性 

平均 

シプロフロキサシ

 

エリスロマイシン 

シプロフロキサシ

 

セフォタキシム 

最大 

最小 

※28加盟国から報告された耐性保有率の最大値、平均値、最小値 

 
 

http://www.ecdc.europa.eu/en/healthtopics/food_and_waterborne_disease/Documents/antimicrobial-resistance-zoonotic-bacteria-2013-infographic.pdf
http://www.ecdc.europa.eu/en/healthtopics/food_and_waterborne_disease/Documents/antimicrobial-resistance-zoonotic-bacteria-2013-infographic.pdf


 

 

 

○関連情報 (海外) 

・欧州食品安全機関(EFSA)及び欧州疾病予防管理センター(ECDC)、2013年の欧州における人獣共通感染症細菌

及び指標細菌の薬剤耐性に関する総括報告書を公表(2015年 2月26日) 

http://www.efsa.europa.eu/en/efsajournal/pub/4036.htm 

○関連情報 (国内) 

・食品安全委員会、「動物の健康はヒトの健康～動物用医薬品を知る～」（平成 26 年 11 月 6 日、食品を科学す

る―リスクアナリシス（分析）連続講座― 第５回） 

 動物用医薬品の毒性、病原菌の薬剤耐性化機構、薬剤耐性菌が食品を介してヒトの健康に与える影響をどの

ように評価しているか解説。 

http://www.fsc.go.jp/fsciis/attachedFile/download?retrievalId=kai20141106ik1&fileId=110 

・農林水産省、「家畜に使用する抗菌性物質について」（平成 27 年 1 月 7 日） 

 農林水産省が実施している、動物用抗菌性物質製剤と抗菌性飼料添加物についてのリスク管理措置について

紹介。 

http://www.maff.go.jp/j/syouan/tikusui/yakuzi/koukinzai.html 

※詳細情報及び他の情報については、食品安全総合情報システム（http://www.fsc.go.jp/fsciis/）をご覧下さい。 

総合的なアプローチ 
EFSAとECDCは、EU加盟国から提出されたデータに基づき、動物及びヒトでの薬剤耐性

を調査している。2 つの機関は欧州医薬品庁と協力して、食料生産動物及びヒトでの抗菌

性物質の使用と薬剤耐性出現の関連性を分析している。 

科学的支援及び助言 

EFSA 及び ECDC は、

薬剤耐性の出現、拡散

及び移動の可能性に

関して、リスク管理者及

び政策決定者に独立し

た科学的支援と助言を

提供する。EFSA は食

料生産動物の、ECDC

はヒトの薬剤耐性デー

タを収集している。 

EFSAは、食品及び飼料の安全性に関する欧州連合(EU)

のリスク評価の要である。EFSA は、各国当局との緊密な

協力及び利害関係者との公開の協議の中で、独立した

科学的助言及び既存リスクや新興リスクに関する明確な

情報を提供している。 

ECDC の使命は、感染症によるヒトの健康への既存及

び新興の脅威を特定し、評価し、伝達することである。 

EFSAとECDCはどのように薬剤耐性に取り組んでいるか？ 

http://www.efsa.europa.eu/en/efsajournal/pub/4036.htm
http://www.fsc.go.jp/fsciis/attachedFile/download?retrievalId=kai20141106ik1&fileId=110
http://www.fsc.go.jp/fsciis/
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